








































































1.研究目的

　肥満および肥満傾向の実態は,学童を対象とした学校保健の分野において比

較的多くの検討がなされているが,幼児期については,その実態が明確に把握さ

れていない。学童期肥満との関連を考えるため,幼児期における肥満(傾向)の

判定基準を検討し,幼児期における適切な生活行動(栄養,運動など)のあり方を

考究することが本研究の目的である。昭和 52 年度はとりあえず実状把握を行

ったが低年齢幼児が少なかったので,昭和 53 年度は低年齢幼児に重点をおいて

調査を実施し,両年度の資料を合わせて幼児肥満(傾向)の実状にもとづいた判

定基準を作成しようとした。


